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      少年犯罪は減り、社会不安の減らない国「日本」 
 
                    竹村登茂子 
                    名古屋市立大学 22 世紀研究所特任教授 









 （文中の「少年」は少年法の対象である 20 歳未満の男女、「若者」は特に言及がない
場合、一般的に 29 歳以下の男女を想定する） 
 
（１）若者をめぐる状況 
  14 歳以上 20 歳未満の少年が検挙、補導された数は、平成に入りほぼ毎年、減って
いる。2016 年の少年刑法犯の検挙人員は 4 万 103 人で、前年比 17.6％の減。折れ線グ






目盛、人口比は右目盛。折れ線グラフの「少年人口比」は、10 歳以上の少年 10 万人あたりの、
「成人人口比」は成人 10 万人あたりの、それぞれ刑法犯検挙人数） 





合が 19.1％（817 万人）だったものが、2006 年に 33％をこえ、2016 年は 37.5％（2023
万人）。そのうち、正社員として働く機会がなく、非正規雇用で働いている「不本意非








                     （2016 年総務省「労働力調査」から） 
 
 学歴がもたらす格差も根が深い。2010 年に東京大学が在校生の家庭状況を調査した
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2010 年には全体平均で 41.2％、それが年々増えていき、東日本大震災を経た 2013 年に
は 53.4％に上昇、2017 年には 65.9％にまで増えている。これは成人の男女のすべての
年齢での平均だが、18〜29 歳の年齢層の男女が比較的好意的に回答する率が高い。逆
に「満足していない」は、2010 年の 58％から年ごとに減り、2017 年は 33.3％まで落ち
込む。その理由の第一位は「良質な生活環境が整っている」。つまり、収入や学歴とは
違い、平和で清潔な環境があることが、重要視されていると見られる。 
 より若い 10 代の子どもたちの感覚はどうか。 
 日米中韓の高校生を対象にした調査で、「将来に不安を感じる」率は、日本では「と






























売新聞社が 2003 年に行った、全国の 12 歳（中学１年）〜19 歳までを対象とした「青





含むと 2011 年まで増え続けている。 
 


























 2003 年、小泉内閣で「犯罪対策閣僚会議」が設置された。1997 年の神戸酒鬼薔薇聖









は「ほとんど増えていない」と答えた数は、2001 年 4.9％、2005 年 4.5％、2010 年 3.0％、




















 一方で、選挙権年齢が 20 歳以上から「18 歳以上」に引き下げられたことに続き、20






だ。読売新聞が 2015 年 8 月に行った世論調査でも、適用年齢を 18 歳以下に引き下げる











                           




iii2001 年 6 月 8 日、大阪府池田市の大阪教育大付属池田小学校に刃物をもった男が乱
入し、児童 8 人を殺害した無差別殺人事件。 
iv 土井隆義「若者の気分」 岩波書店、2012 年、p134 
v 神戸市須磨区の女児 2人がハンマーで殴られ、さらに別の女児が殴られて死亡。その
後、小学校 3 年男児が殺害されて中学校の正門に首を置かれる。地元新聞社に挑戦状を
送るなどした近くに住む 14 歳の男子中学生が、一連の犯人として逮捕された。 
vi 和歌山市園部の夏祭り会場で提供されたカレーを食べた住人 4人が死亡、ヒ素を混入
したとされる近くの女性が逮捕された。 
vii 東京都東村山市で中学 2 年の男子 2 人が、ホームレスに暴行、死亡させる。 
viii 山本奈生「犯罪統制と空間の社会学」ミネルヴァ書房、2015 年、p80 
ix 古市憲寿「絶望の国の幸福な若者たち」講談社、2015 年、p98 
x 同上、p350 
xi 長崎県佐世保市の 15 歳の女子高校生が、同級の女子高校生を殺害、遺体をバラバラ
にし、「人を殺してみたかった」と供述。 
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